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序

間口洞窟遺跡の発掘調査は，当館考古部門における地域研究の一環をなすもので，昭和46年

3 月以来 5 固にわたり実施してまいりました。

第 1 次ならびに第 2 次調査の結果は既に報告を終わり，このたび第 3 次ならびに第 4次調査

の報告書を刊行するはこびになりました。

1 :1行にあたり，本調査に格別のご協力を賜わった京浜急行電鉄株式会社，京急興業株式会社，

三浦市教育委員会，三浦市文化財保護委員浜田勘太氏，横須賀考古学会，各大学考古学専攻

学生および地元の方々に厚くお礼申し上げます。

昭和 49 年 3 月

神奈川県立博物館長

土屋武人
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凡例

1. 本報告書では，本文編と資料編を一括した。

2. 図版と挿図は遺跡の状態，遺構，遺物のうち，主要なものに限定した。

3. 遺構番号と遺物番号は，第 1 次，第 2 次調査のそれらと連番にした。遺物番号はゴシッ

ク体の数字で示しである。

4. 表 4 I図版・挿図収録遺物表」の寸法欄の記載のうち( )付けの数字は，破片または

欠損部分の現存寸法である。

5. I図版日次」と図版の遺構名の末尾にあるく〉付けの層位名は，存在位置または掘込

んでいる層である。

6. I発掘調査報告書 6号J ， r 発掘調査報告書 7 号J を引用する場合には I報 6号J ， I報

7 号」と表示し次に図版・挿図番号ー遺物番号の順で配列した。



1. 間口洞窟遺跡第 3 次調査・第 4 次調査について

間口洞窟遺跡は，三浦半島市半部に著しい分布を示す洞窟遺跡の一つで，神奈川県三浦市南

下浦町松輸字間口に存布する 3

本惜では，考古部門における地域研究の一環として同遺跡の調査を計画し，昭和46年 3 月に

第 1 次調査を，次いで 8 月に第 2 次調査を実施した。その結果，灼甲〔ト甲) 2 例そはじめ，

おもに弥生時代中期から古墳時代後期に至る聞の遺物多数の出土をみたl士、かりでなく，東京湾

治岸における洞窟i宣跡の性格を明らかにするうえで，幾つかの注意すべき所見が得られた。同

時に遺物包含層は洞窟前面へも延びているらしいことがわかり，洞内の剖査とともに，洞口付

近の状態:を確かめる必誌が生じたのである。

そこで， ~B{X調査を昭和47年 3 月 24 日から29日まで延 6 日間， *4 次調査そ 8 月 17 日から

31 日まで延15 口問実施した。第 3 次調査では，出口付近の;畳物包含層の状態と遺構の有無を確

認すちため折たに設定した O 区の一部を，第 4 次調査では， 1 区にひきつづき E 区全域を発掘

しだ。調査結果についてほ更に検討を要する点が少なくないが，このほど一応の整理が終わつ

だので，概要を報告して責任を果だしたい

なお，遺跡の環境，規模ぞの他は臥に前固め調査報告のさいに触れたので，重複をさげ，本

報告書では省略する。層序と各層の状態ほ，発jJili区ごとに多少違いがあるが，基本的には異な

らない。したがって，主体をなす各層に共通の名称を与えた(報 7 号第 3 図，第 2-4 図〉。

出土遺物については 0 区， n 区とも遺跡の状態が上半部と下半部とではかなり異なっている

ため，便宜 i 二 1 層から 71冒までと 8 眉から 11層までとに大別して記述し，また，土器以外の

各種遺物は形状， 件費， 製作手法等に時期的な差がほとんど認められないので， 副葬品を除

去，種類別に一括して扱うことにした。時期別出土例数と図版，挿図に示した資料については

「表 1-3 層位別出土資本!表" 1"表 4 図版・挿凶収録遺物表」を参照されたい。

2. 調査の概要一一O 区一一

(1) 培序ならびに各層の状態

第 3 次調査では洞口部における遺物包含層と遺構の有無を確認する目的で， 1 区東側に O 区

を設定した。しかし O 区は土層の状態が非宵に悪く，北半は崩壊の危険があるため，左Eまから

約1. 6m までを発掃できたにすぎず，目的を十分に達したとは言い難い(第 1 図〉。しかし，こ

の部分では墳墓は存在しなかったが，遺物包含層は O 区より更に前方へ延びていることが知ら i

れた。そこで詞査区の再拡張を計画したのであるが，洞窟前面一帯は，かつて神明社が建立さ

れたさい台地斜面を削って地均しが行なわれたため，厚い盛土で、震われており，地盤が軟弱な

うえ排土の量場もないので，それ以上の調査ば不可能であった。
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盛土は小型の破砕岩塊と有機物を含む暗灰褐色の粘土質土層で， 。区においても本来の表土

の上を80--g0cmの厚さで覆い，遺物の包含は全く認められない。したがって o 区ではこれを

除外し，本来の表土を 1 層とした CO-1 区断面実測図 o 区縦断面実視IJ図には，参考までに

盛土部分に S記号を付廿，盛土上端を破線で示してある〉。

1 層以下の層序ならびに各層の状態は次のとおりである(報 6 号図版 3 一(1)，図版 (2)，第

2--3 図〕。

1 層

表土 (15-20cm)。椙色粘土質士を主体とする流入土。 1 区よりも小岩塊の含有が多いω 左

壁に接する部分に，中世土器破片が少数混在した。

2 層

混貝砂層(3 --5 cm)。 こまかく破砕した貝殻片を含む黄褐色の砂層。 0- 1 区断面中央部

においては，幅 5 cmで，薄いレンズ状に堆積しているが o 区東端の約70cm手前で消滅するの

遺物を包含しないの

3 層・ 4 層

破砕岩塊層・灰褐色粘土質土居 (1Z-20cm) 。 この二層は洛持岩塊が風化，破砕した小岩塊

と灰褐色粘土質土からなり， 1 区においては小岩塊含主体とする k半部を 3 層，灰褐色粘土質

士を主体とする下半部を 4 層として~]む区別したがO区の場合は明瞭に区別し難いため A括し

Tこ。

中世土器破片と土師式土器破片(型式不明〉が各数片混在したほかは，出土遺物はないの

5 層

第 1 灰層 (18-20c的。粘土質の土砂を多量に含む黒色灰層。 1-0 区断固では，右壁側の

6 層上面の凹所にやや厚く堆積しているが，左壁側では断続的に存在し，。区縦断面には現わ

れていないの

真間式土器，鬼高式土器 cn，および和泉式土器の破片が少数出土した。

また，左壁ぎわには 5 層以下11層にかけて.黒色有機物が充満した帯状の落ちこみ CI 区 1 号

ピットの延長〉が 1-0 区境界から 1. 6m 付近まで認められた。人為的なものと思われるが，

性質は不明である。

この部分では土師式土器と弥生式土器の破片が混在し，上半部に和泉式土器と五領式土器が

目立つ fこ。

6 層

岩塊層 C50--100c的。大型の落磐岩塊からなる層。岩塊はほとんど右壁から剥落したもので

ある。 6 層は遺物を包含しない。
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発掘区東半では， 台地斜面から崩れ落ちた暗!火福色粘土質土層が 6 層と 7 層の聞に校入す

る。この層も遺物を全く包含しない。

7 層

第 2 灰層 Cl8~20cm)。粘土質の土砂を多量に含む黒色灰層。 5 層と酷似する。 i 区側では

8 層との境がやや不明瞭であるが，。区東半においては本来の状態となり，急傾斜しながら洞

窟前方へ延びている。

和泉式土器と五領式土器の破片が少数，散慢に出土した。

8 層

第 1 混貝灰層 C40~50cm)。薄い白色灰層と砂・貝殻を多量に含む黒色j火層とが，互層をな

して，無数に堆積した層。断面が白と黒の特長的な縞状を呈する。ただ，左壁ぎわの 1 号ピッ

ト右端から右関側へ約60cmの聞は貝殻が主体で，砂・魚骨その他の混入が多いため貝塚状とな

っており，断面はほとんど縞状をなさない(報 6 号図版 3-(1))。 また 8 層 a は黒色有機物

を多く含んだ部分である。

8 層は第 3 図に示したように， ilnJ窟前方へ急傾叫しながら厚さを減じ，。 区東半では 9 層が

消滅するので， 10層上に直接堆積している。

左壁側 1-0 区断面では， 1 区 2 号墳墓敷石面と同レベルに人骨(大腿骨，肋骨つが存在し

た。しかし埋葬施設は認められず 2 号墳墓の人骨が散乱したものと考えられる。

8 層は弥生時代後期の層で，上半部では前野町弐土器，弥生町式土器，久ケ原式土器が混在

し，下半部では久ケ原式土器が出土したが，すべて破片で，量は少ない。土器以外の遺物も異

形角器 1 ，骨角器破片 3 ，掻器形貝器 1 ，陳器 1 ，加工痕のある骨角片 3 が出土したにすぎな

かった。

9 層

以緑色砂層(5"" 8 cm}、比較的きめのこまかい砂からなる層。貝殻，遺物その他を全く包

合しない。 o 区では著しく不鮮明になり， 1-0 区断面から 1mの付近で消滅するの

10 層

第 2 ì.昆貝1*層 Cl5~23cm)。議い白色以層と砂・貝殻を多量に含む黒色灰層とが，互層をな

して，無数に堆積した層。状態は 8 層と同じであるが，完全燃焼にちかい灰が多く，色調が全

体に明るい。遺構は存在しなかった。 101音は弥生If与代中期の層で，宮ノ台式土器の破片が少数

出土した。

11 層

黄褐色混貝土層(5"" 8 cm)。わずかに貝殻を混ずるロ{ム質土層。左壁から1. 3m ， 1-0 

区境界に接して50x60明大の炉l止状の出土が存在した。

11居からは土器は全く出土せず，遺物は腕輪形貝器 1 だけであったが， 1 区の調査結果か
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ら，官ノ台朋の遺物包含尼zであることが知られるの

12 }苦

褐色粘土質土居 2 かなり赤味をおびた fllj土質の土居で， 1 区では右壁に践して部分的に存在

したが，発掘区域内には認められなかった。また， 1 -()区間面にも現われておらず o 区に

おける存否は不明である。

13 層

黄褐色ローム白土問。関東ロ~ムオの二次的堆積陪 1-0 区断面と o Ii.縦断固における J[i

積状態、からみて，上は右壁側へ8υ前後傾斜しながら，ほほ同レベルで相官官íJ方へ続くと考え

られる。この層は堆積層の基盤をなしており，遺物を全く包含しない。

(2 ) 墳墓について

洞口部にあたる o rx.は，他遺跡の例からみて境基〔特に古墳時代の積石空〉の存在が予想き

れたのであるが， 1-0 区断面付近に 2 号墳墓の埋ま巨人骨が散乱したと目、われる大腿骨と肋骨

が出土しただけ -c ， 出葬施設あるいは主の形跡は認められなβ 〉った。

桐出遺跡の場合，墳墓は一般に壁面の凹所に設けられているのに対し， 0 区左E誌は恥積層を

除去したところ全く凹所がなく，しかも上部で大きく開く。したがって，墳墓が存在しなかっ

たのは，この上うな~~面の状態がの惜築上またはの場所として，不週当であったため

と与ーえられる。

(3 ) 各店出土遺物

<17 11昔-7 層の遺物

l電史時代の遺物は，1}菅， 3]冨・ 4 居から出土した， 11 rtH:l二器破片が10数}\-あるが，これら

は撹乱による 11 1 世墳巴副主主品の二次的混入と認められるので，出土した事尖を挙げるだけにと

どめる。

古墳時代および弥生時代の遺物もきわめて少なく 3 層・ 4 層 5 居 7 層および 1 号ピッ

トから，混在状態で出土した土師式土器破片と弥生式士出破片が少量あるにすぎない。

土器

出土量は整J生柏(75 x 45 x lücm大〉約 4分の l 程度である。

各層出土土器の型式と器形の種類は次のとおりで，そのうち，五領式土器，前野町式土器，

弥生町式土器および久ケ原式土器は本来生活上止に伴ったと考えられるが，その他の型式につい

ては生活I止に伴ったものか，撹乱により副葬品が散乱したものであるか明らかでない。

真閉式土器 (3 周・ 4 層〉…・・・整形土器。

鬼高式土器? (5 層〕……杯形土器。

和泉式土器 (5 層 7 居 1 号ピット〉・…・・壷形土器，柑形土器，高原形土器。

五領式土器 01昔 1 号ピット〕・ 0 ・ー・定形土器，士官形土 ~S，台付鉢形土出。



前野町式土器1

弥生町式土器?C1号ピット〉……!奇形土器，台付}~;形土器。

久ケ原式土器J

< 2} 8 層-11 府の遺物

5 

これら名層の出土遺物もきわめて少なく，弥生式土器破片と異形角器，掻器Jf'5貝器，腕輪形

貝器， ú禁日告その他台計 10例をかぞえるにすぎない。これは必ずしも発掘同誌がちいさいことだ

けに原因があるとは思われない。

81百!日土遺物は士器型式から弥生n~ 代後期(前野町間~久ケ同期)， 10府・ llh"i出土遺物は

弥生時代中間〈宮ノ台均一J)に属すると認められる(友1)。

土器(図版 8 ・第12図〉

8 J曹と 101曹がら出土した破片で，完形に復し得るものはない。出土量は整理箱約 3個分程度

である 0

8 層出土士器には前野町式士器，弥生町式土器，久ケ原式土省誌の 3 型式が認められるが，弥

生町式士器と久ケ原式土器が大部分を占める。 10層出土土器は，すべて宵ノ台式土器であるの

ただし，出土童文は20片余りにすぎない。

器形ほ，各型式とも壷形士器，台付鉢形士号持，鉢Jf:5土器に限定きれ，台付鉢形土黙と鉢形士

器が主体をなしている。

異形角器〈図版 5 ・ 2お 8 関-125)

1 例。鹿角の角座に近い部分を加工した，出かい梓:1犬の遺物。片側に治状の掘りこみを設け

たのち両紙を研磨しており， Jj岡部断面はU字形を呈する。 角座側の端には粗い研磨を加え，

更に浅い切りこみを帯状にめぐらせているが， 1也端は切断したままで整形の痕跡は認められな

い。用途は明らかでなく，未製品の可能性もある。

撞器形貝器(図版 6 ・;完~)図-133)

1 例。軽器形貝器という名称を与えたが，アワビの殻の断片を加工した刃器で，いわゆる貝

刃とは異なる。話7tラは隅丸長方形にちかく，同禄を打ち欠いて怪形し，一辺をほとんどそのま

まの状態で刃としている。したがって刃はきわめて錨い。刃音1\には著しい損耗がある。形状か

らみて，掻器の 1 種であろう。

腕輪形貝器(図版 7 ・第 9 図 129) 

1 例。いわゆる只釧で，大型のアカニシの口寄部を械に割り取し周縁に入念な研磨を加え

て整形したもの。非常に均整のとれた器形を呈する。官ノ台期における唯一の例である。

礁器刃器 〈第10図 150)

1 例。長楕円形を呈する扇平な小型の僚の一端を片側から打ち欠き，粗い刃を付けた礁持。

機能的には，刃器に属すると認められるの



6 

その他の遺物

骨器砧片が 3 伊1)あるが，ノト破片のため種類さと察);[1 し難いの

ほかには，切削痕のある鹿角八、と骨片が数例ある。これらは廃材と凪われる。

3. 調査の概要一-1If2(-

(1)序ならびに各層の状態

11 区では，右壁に接して古墳時代に属する 3 号墳墓(末端)， 4 号墳墓(末端〉および 6~手

j呉基が iJ:~;~に近い D 層の稿作岩塊 rjr には弥生nHtに隠する 7 号 4113が存在した。

また，次の 3 伺所が赤呈直忠同士が調査されたときの発相区にかかっている。 ωI-lI区境

界に接した左監から約2. 5xO. 4mの拍凶。報 7 号第 3 図 11-111三附面実;nIJ図 J rll , C記号左

付した部分。倒右壁に接した奥半部，約1. 5x 1. 5m の範囲。 8 層以上の部分。 (C) lI-皿区境界

に接した左墜をへだてる約 1mの地 }~，i、から， l河口側へ約 1 xO.5仰の範囲。 S 層以上の部分。

したがって，上半部は原状がかなり失なわれている。

E 区の!曹「事ならびに各j苦の状態は次のとおりで， 11互のそれと主木的に異なる点ば認めら恥

なかった〈報 6 号函版 2 ，図版 1-(1)，報 7 号第 3 図，第 4 図〉。

1 用

表土 (15-20cm)。惜色粘土質士を主とする凶入士O 江戸時代j;~J-6量破片と， 中世土器破片が

少数混在した。ほかに，撹乱部と思われる個所から永楽通宝 1 枚が出土している。

2 J百

j昆貝砂層 (2 -3 cm) 。 こまかく破砕した貝殻片を含む黄褐色の砂層。ほとんど撹乱されて

いるが，左壁側では壁面から 2m付近まで認められた。

。 !f ， 1 区の場合とは状態がやや異なり，上下両端を厚さ 2 - 3cmのj火黄色の粘土質土では

さまれた k うになっている。居そのものも， 1r:Pより粘土12土の合有が多い。この層は遺物を包

含しないの

3 層・ 4 J膏

破砕岩塊居・灰褐色粘土質土層 (5 -15cm)。 この二層は落磐岩塊が風化， 破砕した小岩塊

と灰褐色粘土質土からなり， 1 区におし、ては小77塊を主体とするよ半部を 3!苦，灰褐色粘土質

土を主体とする下半古1\を 4 層として一応区別したが， 1I区では O 区と同様に，明瞭に識男IJ し難

いため A括した。

中世土器li1!Z);-が少数散在した以外には，出土遺物はないの

5 l0 

第 11火層 (35~50cm)。粘土質の土砂を多量に含む黒色灰層。左壁mlJ lI-皿区境界付近では

6 層が一部分消滅するため 7 肩上三直接堆積しており 7 層と明瞭に識別できない。真間式
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土器と和泉式土器の破片が少数出土した。

なお，左壁ぎわには 5 層以下 8 層の一部にかけて， 黒色有機物が充満した布:状の落ちこみ

く I 区 1 号ピットの延長〉が， 1 -II 区境界から約1. 8m付近まで続いていた住民 6 号図版 3 ，

報 7 号第 3 図に示した I-II区断固には，撹乱部にかかるため，現われていない。全長は約

R.4mである〉。

この部分では士師式土間と弥生式士器の般片が混在し，五領式土器がやや目立った。

6 層

岩塊層(30~40口調〉。大型の-;r;磐岩塊からなる層。 tê照付近は岩塊の1密度が籾くなっている。

遺物を全く包含しない。

7 層

第 2 灰層 C15~40cm)。粘土質の土砂を多量に含む黒色版層。状態は 5 層と酷似する。和泉

式土器と五領式土器の破};の;，混在状態、で，少数出土した。

右壁側前半部には 3 号墳墓の末端が 7 層から δ 層にかけて存在した。 3 号墳基と重揮する

4 号墳某，奥側に隣jまする 6 号墳基もこの層から掘りこまれていると考えられる。

お層

第1ì見貝灰層 (45-60cm)o 専い白色灰層と砂・貝殻を多量に合む黒色灰層とが，互層をな

して，無数にJ問責した居。町田は白と黒の特長的な縞状を呈するが，左右両壁面付近では貝殻

が主体で，砂， ft、骨その他の混入が多いため貝塚にちかい状態となり，ほとんど縞状をなさな

い。自然遺物の種類は I 区 S 層と差が認められなかった(報 7 号表 1 参照)。

この層の下端は E 区にはいると魚、に上昇し， II 亜医断面においては， 1-ー 1HZ断面より平

均:=ìO~判明高い位置にある。

お層は弥生時代後期の層で， ヒ半部からは前野町式士市，弥生町式士器，久ケ原式土器がiA

出し，下半:ì.'f[)からは久ケ原式土器が単純に出土した。二1:間以外の出土遺物は話形角器 1 ，離頭

鈷形角器 1 ，尖頭形骨器 2 ，銭形角器 1 , 同未製品 1 ，銭形牙器 1 ，庖丁形只器(貝庖丁〉

4 ，同未製品 1 ， t~ 7;-Cf形貝掠(貝刃) 2 ，際M7f 2 ，その他 2 で，ほとんどが両陛付近の貝塚状

の部分から出土している。

9 層

灰緑色砂層。 o [三と I 区においては単純な砂層であったが， II [Rの場台は砂層の l二に右壁か

ら剥落した大型の落磐岩塊が厚く堆積している(第 4 図)0 書評岩塊の左壁側半分は風化の進

んだ砂岩が多く，岩塊のあいだ、に灰緑色砂層と|司質の砂粒が充満しており，砂層はこれが拡

散，堆積したものと考えられる。 この状態から，灰緑色砂層と落磐岩塊とは区分しがたいの

で，一応 9 層中の落磐岩塊の多い部分として扱うことにした (9 用 a) 。層の厚さは20~55cm

である。なお，岩塊のすさまに， 8 層から転落した小型巻貝がブロッグ;!たに堆積した個所も認
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められた (9 層 b) 0 91胃では左庄内近の岩塊中に，官ノ台期または久ケ原則に属すると考え

られる 7 号墳墓が存在し，これとは刊に， '\1央部のほぼ同レベルに肋骨，脊椎骨，肢骨等が散

在した。遺物は 7 号墳墓に伴って管形骨器 1 が出土している。

10 層

第 2i毘貝灰層 (30--50c則。痔い白色灰層と砂・貝殻を多量に含む黒色}火層とが，互層をた

して，無数に堆積した層。左右両壁付近は貝塚の状態、にちかく，灰層を主体とする中央部と対

照的である。状態は 8 層に品似し℃いるが，完全燃焼にちかい灰が多い心で，色詞が全体i乙明

，/p るし、。

右壁に援した部分は 6 号墳墓の土壌が層のなかばまで掘りこまれていた。

101曹は弥生時代中期の層で，宮ノ台式士掠が単純に出土したが，量はきわめて少ない。土語

以外の/"，土遺物には灼骨 2 ，鈷形角器 1 ，活形骨器 1 ，釣を i 形角器 2 ，庖丁形貝器(貝庖丁〉

16，同未製品 2 ，拒問形且~~ (貝刃) 10，磨製掻器形貝持(磨製貝刃) 1 ，ナイフ形貝器 1 , 

鎌形貝器 1 ，腕輪形貝器 2 ，球時13，その他 2 ，がある。 遺物の種煩と1['，上数は，土器を除け

ば o 区， 1 区と比較して圧倒的に多いことが注目される。

11 層

ilt-褐色j昆貝土用(2 --5 cm)。わずかに貝殻を混ずるローム質土層。中央部が101百の焚火に

よる熱を受けて，一面に亦く変色し，変色は部分的に13J胃にまで及んでいる。

11層も弥生時代中期の層で，宮ノ台式土持が僅かながら単品Irrに出土した。土器以外の出土造

物には，活形骨器 1 ，尖頭形骨器 1 ，線形角器1，庖 r形貝器(貝庖丁) 6 ，同未製品 1 ，括

器形員接(貝刃) 7 , 11孔形貝器 1 ， 楳器 4 がある。遺物の大部分は左右両壁付近から出土

し， 10層と同じく o 区， 1 区に比較して出土タIJ数が口立って増加している。

12 層

褐色粘土質土層。かなり赤味をおびた粘土質の土層。右壁に接して断続的に認められただけ

でゐる Q この層は遺物を全く包含しない。

13 層

黄褐色ローム質土居。関東ローム土の二枚的堆積層。上端は右壁側へ傾斜L，傾斜角度は左

監側で10 0前後，右壁側で 7 。前後となっている。

(2) 墳墓ならびに副葬品

E 区に存在した墳墓は， 1 区から続く 3 号墳墓と 4 号墳墓の末端部，古墳時代後期の士墳墓

1 基 (6 号墳墓〉および弥生時代中期または後期初頭の特殊な墳墓 1 基c7号墳墓〉である。

なお， 9 層下部に散在した人骨は，弥生時代の埋葬骨であることはほぼ誤りないが，明瞭な

形跡を欠くため，存在の事実を指摘するにとどめる。
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3 号墳某住民 6 号図!t反 5一(1)，図版 2 ，第 5 図〉

鬼高期の積石基。 1 区右母の[勺所を中心に 7 層から 8 層にかけて設けられており，その末

端 1. 8 x 1. 15仰の部分が E 区に存夜した。

3 号墳墓については，既に発摘調査報告書常 7 号に述べたが，多少補足を要する点があるの

で，末端部の説明を:兼ねて簡単にまとめておきたい。

この墳表v'ì壁面の凹所に寄せて蚊石を設け，政石上ムに遺骸を置き，さらに右J見を積んで覆う

形式である。 トー抗日の積石は沼磐を受けて既に同壊しており ， J京市\を知1 ることができなかった。

敷石は深さ 1O~16cmの浅い土抗中に岩塊な敷きつめた構泣で，規模:1.2x2.1m ， 平岡が不些長

ブj形を呈する。おもに15 x 20~35 x 45cm 大の落磐塊が使われ， 海岸の転石もあるが数は少

ない。いずれも、子なi討を上に向\7，土砂で裏込めしである。この状態、は E 区で最もよく認めら

れたが， 1î壁に接したfm分は 6 号墳墓に切られている。

遺骸は 1 休，存法は頭部を祈tll-l に向けた{中展芋である。被葬苫の性別は，骨のj丘存状態、がき

わめて悪いため，判別しがたい。

副葬品は頭骨の付近に'l~:かれていた j不形士山 3 (報 6 弓図版21 ・報 7 ~.沼 8 図 55 , 56, 

57) と具形j守器 1 (報 6 号図版15 ・開 7 予第 5 図 18) がある。1I区内 -eは副葬品は認められ

なかった。

4 号墳墓(報 6 号図版 5←(2))

鬼白期またはそれ以前の士境基。概要は発掘調査報告害第 7 号に述べたとおりであるの 1 区

右壁の rrlJîffを中心に 7 層下端から 8/言にかけて設けられ， 1I IKではその末端， O.7xO.8m の部

分が存在した。

E 区の調査により 4 号境墓は 3 号墳墓直 F!とほぼ完全に重複し，規模2. 6x1. 6m ， 平田は

洞奥担1)へ幾分突出した同円形益三呈することが知られた。末端の右喧に接する部分は， 6 号墳

」JLの土境lこ切られ，壁の上半を失なっている。

E 区においては副葬品のm上はなかっだが， I-IIIK境界付近心レペノL約 - 336cm に存在し

た岩塊(海岸の転石)の底面に丹が多量に付着しており，周回の伝士中からも，丹が粉末状で

しばしば出土した。しかし，それが散布された形跡は認められないので，有機質の遺物に塗ら

れていたものの残仔と考えられる。

6 号墳墓〔凶版 3-(1)，第 6 阿j

兎i己i後期半の土塘芸。1I区奥三f-部の右壁に接して存在した。

この墳墓は，上部がほとんど撹乱個所にかかり， 3 号墳墓 4 号墳墓とも一部重複するため

上端が不明であるが 7 層から掘りこまれていることはほぼ誤りない。形状が一般の土壌茎と

は異なっていて，洞窟壁面の問所をそのまま土境の右監に利用L-.奥側は厚さ約60cm ， 幅180cm

以!この大塑落磐宕塊で，左側はり層中に存在する88x54x34c理大の岩塊で区画されたよろにな
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っており，石榔にちかい感じそもつ。現存nfl上部jにおいて，規模0.95x 1. 05m ，平面は三角形

にちかい。長軌断面はm.底状を呈し，境底の平均レぺルは約 420cm である。失なわれた部分

を考慮に入れたとしても，小型の土墳墓と言えよう。

覆士下半部には約 1 体分の成人骨が，乱雑な状態で存在した。頭部を洞口へ向けて埋葬され

たらしいが， {中展葬であるか否かは確認できなかった。土壌が小型であるのは落磐岩塊の存在

によって制約されたものであるが，いずれにせよ遺骸は不自然な姿勢で埋葬されたと考えられ

る。被葬者の性別は，骨の遺存状態が悪いため，不明である。

副葬品は，刀子 1 と坪形土器 1 がj同口寄りの境底から，勾玉 1 が 4 号墳墓に近い部分の覆土

中から出土した。

刀子(図版 5 ・第 8 図ー127) =柄の部分の破片。万身の一部と芸が僅かに残っている。柄

は!克角製で， 末端が uこ反る。 器面全体に研陪整形を加えているが， 装飾はない。王手形土器

(第11岡一157) =やや厚手のっくりで， 口辺部と底部の境は明瞭な稜をなさない。 口辺は幅

のせまい横なで，底部は箆削りによって整形している。焼成が良く，色調は明褐色を呈する。

勾玉(第10図-156) =滑石製。全面に研磨を加えているが， 器面はかなり粗雑であり， 刃物

で整形した痕跡が明瞭に残っている。

7 号墳墓(図版 3-(2)，第 7 図〉

宵ノ台期または久ケ原期の墳墓。左壁付近の 9 屑下半部に存在した。

この墳墓は，落磐岩塊のすき聞を(そのままか，岩塊を多少除去して空間をひろげた程度で〉

利用したもので，埋葬施設と認められる遺構はない。人骨の遺存状態は一般の墳墓とは著しく

異なり，右壁から剥落した大型落磐岩塊の聞に頭骨が横倒しになって存在し，その東北約35仰

の位置に肋骨 2 個，同じく北55cmをへだてた細い岩塊のすき聞に肋骨 2 個が散在したにすぎな

い。それらは，だいたい同レベルにあり 9 属下品iの灰緑色砂層上面に置かれたかのような形

を示していた。人骨の存在する部分は，砂とこまかな岩屑が自然な状態で詰まっており，撹乱

を受けた形跡は全く認められない。したがって，数個の骨だけが存在する事実は，明らかに人

為的であって，それらが改葬されたものであることを示すと言えよう。 7 号墳墓の時期は 9

層直下の10層が宮ノ台期の遺物を， ヒを覆う 8 層下半部が久ケ原期の漬物を単純に包含するの

で，宮ノ台期または久ケ原期と考えられる。ただ埋葬形式からみて，前者の可能性が多い。被

葬者は成年男子である。

副葬品は肋骨のそばに存在した管形骨器 1 がある。

管形骨器(図版 5 ・第 8 図一124) =ウミウ?の管骨を号]断し，全面に研磨を加えた管玉状

の骨器。装身具と考えられる。

(3 ) 各層出土遺物

0> 1 層-7 層の遺物
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歴史時代の遺物は 1 層 3 ・ 4 層および撹乱部から出土した江戸時代陶器破片，中世陶器破

片および中世土器破片少数と永楽通宝 1 例があるが，江戸時代陶器破片は性質が不明であり，

そのほかは撹乱による中世墳墓副葬品の二次的混入と認められるので，出土の事実を挙げるに

とどめる。

古墳時代以前の遺物は， 6 号墳墓副葬品を除けば 5 層， 7 層および 1 号ピットから出在状

態、で出土した土師式土器破片と弥生式土器破片少量，有壁側関乱部から出土した灼甲 1 例と桂

甲小札 2 例がある。

土器

出土量は整理箱 (75)< 45λ 10c盟大〉約 1 個分程度で，ごく少ない。

各層出土土器の型式と器形の種類は次のとおりである。そのうち，五領式土器，前野町式土器

，弥生町式土器および久ケ原式土器は木来生活よ止に伴ったと考えられるが，その他の型式につ

いては生活Jrtに伴ったものか，撹円しにより副非品が散乱したものであるか明らかでない。

真間式土問 (5 層〉……歪形土器。

和泉式土器 (5 層， 7 用， 1 号ピット〕……査形土器，山形土器，高杯形土日if?

五領式土器c7層， l Jiラピット ) .…・・定形士器，増形土器，台付鉢形士持。

前野町式土器 l

弥生町式土器~(J号ピット〉……盃形七器，台付鉢形士器。

久ケ原式土器 l

灼甲〔図版 5 ・第 8 図-126)

1 例。アカウミガメの甲羅(腹甲〉を使用した縦6.6cm ， 横 7c担，厚さ 0.5cmの破片である。

内側の面に，幅のせまいのみ状の工具で，長方形の小穴(鏡子L)を侃りくぼめている。小穴は

現状で 41同確認できるが 3 個は害IJれ口にかかる。全形を保つ 11聞は縦0.6cm ， 横 ]c置。底面

が欠損しているため，灼痕の有無は明らかでない。

木例は 4 号墳墓と 6 号墳墓が接する付近の撹乱部布壁ぎわから出土した。原位置を動いては

いるが， 1 区の灼甲出土地点に近いので，前に出土した 2 例(報 6 号図版12 ・報 7 号第 4 図-

3 ，報 6 号図版13 ・報 7 号第 4 同一 4, )と共伴した可能性がある。

桂甲小干し(第10図-155 ， 156) 

2 例。いずれも断片である。末端の両側に 21同の小穴が貫通しており， 156は-Tfßに円の粗

い布片の付着が認められる。

これらは墳墓に副葬された桂甲の小j しとゴ5・えられる。右壁側撹乱部から出土したが， 3 号墳

墓 4 号墳墓および 6 号墳墓との関係はない。
(3) 

{2}> 8 居~11層の遺物

この部分では 8 層， 10層および11居から多数の造物が!日土し，まfこ 8 層， 10層をf日りとんだ
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墳墓の覆土中にも，この 2 層に包合されていたと認められる遺物が混在した。

伴出土器型式により 8 層出土遺物は弥生時代後期(前野町期，弥生町期，久ケ原期)， 10層，

11層出土遺物は弥生時代中期(宮ノ台期〉に属すると認められる。遺物はいずれの層において

も洞窟壁面付近から集中的に出土し，量的には10屑， 11用出土遺物が大半を占める。これは 8

層のかなりの部分が撹乱を受けていることにもよると思われるが， 10層， 11層については I 区

の場合と比較すれば，遺物が奥側に多く存在する傾向を示すもののようである。

土器以外の遺物は，種類別では例数が全体に少なく，形状，材質，製作手法等に時期的な差

がほとんど認められないので，一括して説明することにした。時期別出土例数は P18表 2 ，図

版と挿図に示した遺物の概要については P20表 4 図版・挿図収録遺物表を参照されたい。

土 器く図版 8 ・第12図-158-186)

ほぼ復原可能な台付鉢形土器(久ケ原式土器) 1 例を除き，破片である。出土量は整理箱約

3 個分で 8 層出土土器が圧倒的に多く， 10層， 11層出土土器は50片余にすぎず\土器の出土

量は，他の遺物の出土数の割に少ないと言える。

8 層出土土器には前野町式土器，弥生町式土器および久ケ原式土器の 3 型式が認められる

が，弥生町式土器と久ケ原式土器が主体をなしている。 10層， 11層出士土器は，すべて宮ノ台

式土器である。各型式にみられる器形の種類は次のとおりで，壷形土器と鉢形土器に限られ，

両者の比率は一般の遺跡の場合よりも，鉢形土器が著しく多い。この点は，生活形態との関連

において，注意すべきである。

前野町式土器 (8 層上部〉……壷形土器，台付鉢形土器。

弥生町式土器 (8 層上部〉・…・・壷形土器，台付鉢形土器。

久ケ原式土器 (8 層上部，下部〉……壷形土器，広口査形土器，台付鉢形土器。

官ノ台式土器 00層， 11層〉…・・・鉢形土器。

灼骨

2例。シカの肩阿骨と肋骨を使用したものの小破片。前者は3.6x2.7cm， 後者は3.3 xO. 8cm 

で，いずれも片面に 4 個の灼痕が認められる。骨の表面を僅かに削いだ部分を灼いており，灼

痕は円形である。

未使用灼骨

1 例。 12x 6. 2 x 2. 9cmのシカの肩岬骨で，表面の一部を薄く背Ijいである。あらかじめ用意さ

れた灼骨の未使用品と考えられる。

話形角器(図版 5 ・第 8 図一114，第 8 図 115) 

4 例。数本を組み合わせて使用する形式の釘頭の破片。いずれも鹿角製で，形状は多少異な

る。 114は大型話頭の基部で，幅のせまい板状を呈する。器休は僅かに反りをもち，末端に固

定用の紐穴がある。側面と角の内面側には研磨を加えているが，他国は鹿角表面の凸円をのこ
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す。 115も比較的大型の基部破片で，茎部を一段細くっくり，この部分で外反角を付けている。

他の 2 例はやや細身の精製品で， 114, 115 とは器形が異なる。

話形骨器(図版 5 ・第 8 図一111 ，第 8 図-113)

2 例。獣骨製の細身の鈷頭。数本を組み合わせて使用する形式である。器面に入念な研磨整

形を加えているが，片面は骨内面の凹みを残す。 111 は完形品で， 研磨は基部末端に及び， い

わゆる骨針にちかい感じをもっ。

尖頭形骨角器(図版 5 ・第 8 図 112，第 8 図一12 1)

3 例。素材の一部に簡単な加工を施こしただけの粗雑な京IJ突具を‘括した。 121 :を除き，組

み合わせ式の話頭として使用されたものと考えられる。 112はエイの尾疎を利用した刺突具で，

基部を僅かに削って，紐で固定するための問所を設けている。 121 は中型の獣の爪と居、われる

部分を利用したもの。先端には特に加工した形跡は認められず，基部に粗雑な刻線を 3 本付け

ただけで、ある。

鎌形角器(図版 5 ・第 8 図-117，第 8 図-118)

2 例。明らかに鉄としての機能をもっ角器。 117は鎌身が長い形式で， っくりが粗く， 片面

に庇角表面の凸凹を残す。断面は方形にちかい。 118 は鍛身が扇平で， 基部付近で幅を増す形

式に属する。器面の整形は良い。

鍬形角器未製品(第 8 図 119) 

1 例。 118 と同形式の未製品で，先端部が欠失している。器体全面に粗い切削痕を残し，研

磨を全く加えていない。茎部末端は塊状を呈するが，おそらく整形が及ばなかったためで、あろ

つ。

鍬形牙器(図版 5 ・第 8 図一120)

1 例。サメの歯の鋭い先端をそのまま利用したもの。歯に続く骨の部分を尾翼状に突出さ

せ， rþl央部に片側ヵ、ら穿孔して，三角状の紐穴を 1 個設けている。尾翼状の部分は厚く，かっ

先端側が純い。したがって，器形は鍛に類似するが， 1!{1~J[話形角器の先端に装着する話先で、は

ないかと考えられる。

釣針形角器(図版 5 ・第 8 図 122, 123) 

2 例。いずれも逆練のない形式で，っくりがきわめて精巧で、ある。 122 は軸部が湾曲し， 糸

掛けの部分も薄手になっている。 123 は軸部が直線状で， 糸掛けの部分が塊状を呈し，軸部の

短かい点を除けば， 1 区出土例(報 6 号図版15 ・報 7 号第 5 図 16) にちかい。

現在までに出土した 3 例はすべて宮ノ台期に属するが，器形の相違は対象とする魚の種類に

よる使いわけを示すものであるかも知れない。

庖丁形貝器(貝庖了) (図版 6 ・第 9 図-135， 138, 141，第 9 図一136 ， 137, 139, 140) 

28例。アワビの殻を加工した刃器。器形は半月形または長方形で，一辺に刃が付き，胴部に
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並列した 2 個の紐穴をもつのが標準的形態である。大きさは一般に12x 5 cm前後。アワビの殻

の外唇部の断片を素材とし，おもに外側から研磨を加えて，片刃状の刃を{、jけた例が多い。外

唇をそのまま刃に利用した例もみられる。刃部両端には，紐掛け状の問所を設ける場合が少な

くない。 135 ， 138, 142は特殊な例である。 135は器形が逆凸字形を呈し，突出した部分だけに

刃な付けている。 138 は内将部の断片を素材としたもので，内情を峰とし， f也辺を打ち欠いて

整形したのち，研磨を加えて刃を付けている。同様なものが他に 2 例ある。 142は器面全体に研

磨を加えた精製品で， )阿部と刃部の境が明瞭でない。殻の外面は美しい真珠状の光沢をもっ。

また141， 142 は再度穿孔が行なわれており，長期間使用されたことがわかる。 137 も紐穴が

不自然に近接している点で，再穿孔が行‘なわれた可能性が多い。

庖丁形貝器の大部分は，刃部，紐穴周辺，紐掛状IIJ[所その他に，使用による損耗が明瞭に認

めらfもる。

庖丁形貝器未製品(貝庖了未製品〉

4 例。長方形および半月形を呈するアワビの外村部断片。外唇に相対する一辺は，連続的な

打ち欠きによって整形されている。紐穴はなく，外信に刃のfJ加あるいは使用による損耗も認

められない。形状からみて，庖丁形貝器の未製品と巴、われる。

揺器形貝器(貝刃) (第10図一143~147)

27例。二枚貝の腹縁にこまかい打ち欠きを加えて，打製の刃を付けた刃器。掻器の機能をも

っと考えられる。刃幅が広く，ほぼ腹縁全体に及ぶもの (143 ， 147)と幾分せまいもの(144 ，

145) とがあり，どちらかと言えば，後者に属する例が多い。

素材は27例 1ft ，ハマグリ 20例， ミルクイ 3 例，ウチムラサキ 2 例，オキシジミ 1 例，その他

1 例で，いず、れも中型ないし大型の殻を使用している。

!者製J蚤 'ci-~形貝器([金製貝刃〉図版 7 ・第10図-148)

1 例。中型のハマグリの腹縁に研磨を加え，片刃状の鋭利な刃を付けた刃器。後背縁の殻頂

にちかい部分を磨り減らし， O. 4xO. 8cmの穿孔を 1 個設けている。この穿孔は紐?にであろう。

磨製撞器形貝器の名称を与えたが，むしろ切削具の機能をもっと考えられる。

ナイフ形貝器(図版 6 ・第 9 図一134)

1 例。アワピの外唇の小破片を加工したナイフ形の刃器。外信側を峰とし，反対側の辺に殻

の外面から研磨を加えて，刃を付けている。刃は片刃で，きわめて鋭い。切削具の機能をもっ

と考えられる。

銭形貝器(貝鍬) (図版 7 ・第リ図一一128)

1 例。いわゆる無茎の出製石鍛に酷似した器形を示す艮器で，明らかにその模倣品と認めら

れる。素材はアワビの殻で，両面とも美しく研磨しており，基部寄りに穿孔を 1 個設けてい

る。 1 区出土の 2 例(報 6 号図版16 ・報 7 号第 6 図-23， 24) より小型で，かなり細身のつく
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りであるが，基本的に異なる点はない。

有孔形貝器(図版 7 ・第 9 図一132)

1 例。シオフキの殻の中央に， 1. 3 x 1. 5cmの穴をあけた貝器。穴の周囲は僅かに磨滅し，腹

縁は大きく欠損している。用途を察知しがたい。

腕輪形貝器(図版 7 ・第 9 図-130， 131) 

2 例。いずれも破片で，約 2 分の l が欠失している。

130は，ポウシュウボラの口唇を縦に割り取り，研磨整形を加えたもの。 131 はナガザ、ルの殻

の中央を打ち抜き，割れ口の部分を平らに研磨したもので，いわゆる貝釧あるいは貝輪と呼ば

れる種類に属する。

確器(刃:出) (第10図 149 ， 151-153) 

10例。際の一端に敵打を加えて，粗雑な刃を付けた刃器。出形，大きさとも不定である。刃

は一般に片刃状を呈する。大きさと刃の形状からみて，掻器的な機能をもっと考えられる例

(151)と，斧的な機能をもっと考えられる例 (152 ・ 153) とがあるが，明確に分離しがたい。

機器(蔽打器〉

11例。 比較的長手の礁を，そのまま i波打具として使用したもの。器形，大きさとも不定であ

るが，すべて一端に蔽打による磨耗，欠損が明瞭に認められる。

その他の遺物

骨器破片 2 例。加工痕のある鹿角 1 例および使用痕のある際 1 例があるが，小破片のため，

種類を察知しがたい。別に，廃材と思われる鹿角断片が 3 例ある。

4. 結び

第3次ならびに第 4 次調査の結果の概要は以上に述べたとおりである。次におもな所見を挙

げて，結びとしたいの

(1) 洞 1~1 部にあたる O 区は土居の状態、が悪いため， 調査範囲は左壁に接する部分にとどま

ったが，当初予想された墳墓(特に古墳時代墳墓〉の存在は認められなかった。

1 [三， II 区に存在した古墳時代から奈良時代に至る聞の墳墓 6 基のうち， 4 基が右壁側に集

中し，特に壁面の|り所を中心に重複して設けられている事実は，明らかに場所の選択が行なわ

れたことを示すものであろう。 o 区左壁側に墳墓が存在しなかったのは，おそらく，壁面の形

状が墳墓の構築に不適であったためと考えられる。

(2) 6 号墳墓の存在によって， 古墳時代から奈良時代に至る聞の墳墓の形式別例数は，積

石墓 3 基(1号墳墓=国分期 2 号墳墓=時期不明 3 号墳墓=鬼高期)， 土塙墓 3 基 (4 号

墳墓=鬼高期以前 5 号墳墓=時期不明 6 号墳墓=鬼高期後半〉となった。



16 

二つの墳墓形式が性別または階級の別を示すものか，状況に応じて任意に選択されたもので

あるか，あるいは時期的な差を示すものであるかは，いまのところ明らかでない。しかし， 1 

号墳墓， 3 号墳墓および 6 号墳墓の関係からみて，二つの形式が並行して行なわた可能性が多

いと思われる。他遺跡の場合をも合めて，今後更に検討する必要がある。

(3) 1I区 9 居中に存在した 7 号墳墓は， 層位閃係から，宮ノ台期または久ケ原期に属する

ことは明らかである。周回に1ft乱の形跡が認められないにもかかわらず，頭骨と肋骨 4 個が散

在しただけで. )童存状態がきわめて人為的である。また，周|ま|の状況をみても， )宣骸そ直接埋i

葬するだけの余地はなく，したがって二次的埋葬(改葬〉と考えられる。

内陸部においては須和田期に改葬墓が存在し，宮ノ台期からは方形周溝墓の出現を見はする

が，弥生町期まで存続した形跡が知られる。その場合は骨を壷形土器に納め，小型土墳墓中に

埋置するのが著しい特長である。 7 号墳墓の埋葬方法は，それとは形は異なるが，二次的埋葬

という点で，基本的性格を同じくするものと考えてよいであろう。

(4 ) 洞口部における遺物包含層の状態は.0 区左壁側で急に厚さを減じることが知られた。

0 区中央と右壁側は未調査であるが，縦断面から判断して，多少の差はあったとしても，ほ

ぼ同様な状態になっていると推定される。基盤在なす13層とその直上に堆積している 11}骨が洞

窟内と変化なく続くのに対し，遺物己合)官の主体である 8 居， 10層は O 区でほとんど、終わって

いると言ってよい。したがって，二つの層が多量の灰からなる点で，洞窟の前半部を特にえら

んで，盛んに焚火が行なわれたことがわかる。この状態は灰層中に炭酸カルシウム (caOC3) 

が含まれていること，煮i弗貝、としての台付鉢形土器が異常に多いことと共に，風雨の影響を比

較的受けない洞窟前半部で製塩( 1"せんごう」による〉が行なわれた可能性を示すものではな

いかと思われる。

(5 ) 弥生時代遺物の出土数は. 1 区と E 区とでは，幾分差が認められる o 1 区では後期の遺

物が多く中期の遺物は少ないのに対し， 1I区では後期の遺物は少なく，仁l'期の遺物が急増して

いる。1I区の場合，上部に堆積する 8/百が古墳時代墳墓の構築による破壊や過去に行茂われた

調査の発掘区により多くかかる点を悲慮しても， 1 区でも同様な状態であったので，この傾向

は否定しがたい。

同時に 8 層と 10層(出具灰層〉の堆積状態をみると 8 層は I 区で， 10層は E区でやや厚く

堆積している。

したがって，基盤をなす13層のほとんど直上で生活が行なわれた宮ノ台期には，空聞が十分

あったが，宮ノ台期の灰と食料の残さい，更に落磐岩塊の堆積によって，生活而が上昇した久

ケ原期以後は空聞が不十分〈特に焚火の場合，洞奥寄りでは風回りが悪化する〉になるため，

生活場所が幾分前方へ移るのではないかと考えられる。 このことは 10 層の灰は燃焼状態が良

く，全体に色調が明かるいのに対し， 8 居の灰は燃焼状態の不良な部分が多く，前者にくらべ
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て黒味を帯びている点、から，かなり可能性があると思われる。

第 3 次ならびに第 4 次調査で知られた以上の問題を追及するため，そのあと，昭和48年 8 月

に第 5 次調査として，亜区の発掘調査を行なった。資料は現在整理中であるが，いままでのと

ころ，前に挙げた推察と矛屑するような結果は認められない。第 5 次調査については，整理が

終了次第，報告する予定である。

注

注 1) 神沢勇一 「間口洞窟遺跡(1)ー資料編」 神奈川県立博物館発掘調査報告書第 6号昭和

47 (1972) 年

神沢勇一 「間口洞窟遺跡(1) 本文編-J 神奈川県立博物館発掘調査報告古一第 7 号 昭和

48 (1973) 年

注 2) 注 1 文献では，第 2 次調査終了後の刊行であるため o 区の名称を使用している。

注 3) 赤星直忠、 『海蝕洞窟一三1m半島に於ける弥生式遺跡ー」 神奈川県文化財調査報告書第20

集 昭和28 (1953) 年でも， t圭甲小札の出土が報告されているが，出土状態は明らかでない。

また， 1I~][区付近の右壁寄り洞底部に，墳墓 1 基(石棺禄ぼ造〉が存在したととが，報告

されているが， 1I区内では，それに相当する遺構，あるいは形跡は認められなかった。

注4) 杉原荘介・大塚初主 「千葉県天神自íj遺跡における弥生時代中期の墓祉」 日本考古学協会第

30回総会研究発表要旨 昭和39 (1964) 年

注 5 ) 川上久夫 「相模枇杷山出土の弥生式土~{rJ 考古学集刊 1 巻 1 号昭和23 (1948) 年

坂詰秀一・関 俊彦 「弥生後期の人面土器について」 考古学雑誌 48巻 1 号 昭和38

(1963) 年
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表 o 区出土遺物(弥生時代中期~後期〉

出fil 品品) 1 品貝晶) 1 (品d層)1 量 H ょ|例数
異形角器 1 P L5 ・ F8-125 。 。 。 1 

骨角器破片 3 。 。 。

掻器形貝器 1 P L6 ・ F9-133 。 。 。

腕輪形貝器 。 。 1 P L7 ・ F9… 129 。

機(刃 器〉器 1 F10-150 。 。 。 1 

加工痕のある廃
3 。 。 。 3 角・骨片

言十

表 2 1I区出土遺物 1-(弥生時代中期~後期〉

LJ1 8 E 10 ι 11 z l 撹舌L 部 | (第 11.昆貝 ) I (第 2/.昆貝 ) I (黄褐色j昆貝層〉 墳墓覆土例数

土ヲ ff 。 2 。 。 2 

灼骨未使用品(?) 。 。 。 1 1 

鈷形角器 1 P L5 ・ F8-114 1 。 2 F8-115 4 

鈷形骨器 。 1 F8-113 1 P L5 ・ F8-111 。 2 

離頭銘形角器 1 P L5・ F8-116 。 。 。 1 

尖頭形骨角器 2 PL5.F8-112 。 1 F8-121 。 3 

鎌形角器 1 P L5 ・ F8-117 。 1 F8-118 。 2 

銭形角器未製品 1 F8-119 。 。 。 1 

鉄形牙器 1 P L5・ F8-120 。 。 。 1 

釣針形角器 。 2 P L5 ・ F8-122 。 。 2 
P L5 ・ F8-123

管形骨器 。 。 。 1 P L5 ・ F8-124 1 
(7号墳墓出土〉

骨(種角別器不破明片] 。 。 1 1 2 

庖く丁形庖 貝器 4 16 F9-136 6 P L6. F9-135 2 F9-137 28 
貝丁〕 F9-139 P L6・ F9-138

P L6 ・ F9-141 F9-140 
PL6・ F9-142

庖(丁貝形庖具丁器未未製製品)品 1 2 1 。 4 

接(貝器形貝刃〉器 2 10 F10-143 7 F10-146 8 F10-144 27 
F10-145 
F10-147 

磨(製磨掻製器貝形貝刃〕器 内u 1 P L7 ・ F10-148 。 。 1 
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ナイフJr5 良部· 0 1 F L6 ・ F9-134 。 。 1 

鍬〈瓦形只鍛〉器 。 1 P L7・ F9-128 。 。 1 

有孔形貝号;; 。 。 1 P L7 ・ P9-132 。 1 

腕輪形貝 o 2 P L7・ F9-130 。 。 2 
P L7・ P9-131

貝(器 tJK 〕片
種目IJ 不明 1 つ> 。 。

J日程(刃 器 。 |6F1叫9 3 F10-153 
器〉 F10-151 

機(敵す了器器] 2 

|7 F10-152 

1 

加工江えのある鹿
7号片

1 。

施角断片 。 。

使用痕のある石 。 。 1 

i 18 I 23 

表 3 1I区出土遺物-2-(古墳時代~歴史時代〉

\遺物\種送別計令僧\位
¥ 

3 号墳墓 | (f!'i 1-1"墓〕 (土4 号tIlIi墳墓墓] 〈土6 号撰墳墓墓) I 
撹乱部

灼 甲 。 。

(会員読書上)
刀 子 。 。

勾 玉 0 。 1 P10-154 I 0 

控甲小札 。 I 0 
FI0-156 

〈右壁側鏡苦LffìO

。 1 Fl1-157 。

顔〔ベンガラ料〕 ハv 1 (一括〉 。 。 1 

動(! 主主 0 
。 。

1 (表土付近ほ) 1 
永楽通宝〕 乱部

言十

キ 表 1-3 の各綜i左側の数字は!菅位または遺構別出土例数。

右側の記号は，そのうち本報告書に掲載した例の図版番号， t品幽蚕号と遺物番号である。
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番号 ldl窓口イ 種 顎 l 寸 出土層位

131 I 9 1 7 1 腕 輪 形 貝 器 iげ9叫似山……4以州川川X判刈川刈(怖仰州6ω叫0仏j [1I区 10居下部

1一 9! 7 有 孔 形 貝吋得 lド川川(は畑ω山川4必ω山川lυ似川)x州×刈(況叩川…)x川川×刈刈1ロ2 l E 区 10層下部

1判 91 61 n~ 形貝器[印x45x 7 o 区 8 尼

1利引 61 判ブ形民器 69x 29 メ 4 l E 区
1351 9 i 6 1 )包丁形見誤 1 123x47x 4 1T ( 161(只庖丁) .1."::",,)/'-'7 1.'/' ':1:且

19 1 了日活(は 7ìx55x 61HZ  i (貝庖了〉 且

19!l ー貝捻 I (92; パ 57x 4 

I 1 〔旦庖丁〉 I \"JL.. j.-,;j j ^ q 

3羽8 I 9上i 6引| 庖 γ?形院貝詰 |川12お3X 必 \1ロ2 官
i ; (〔只麿 γ〉 l i 且

I 
9ぺ 庖…了市形 貝 器 I (沼川制川山5日刊山川山1)似制川川…)μ州川川×刈坤湘(ω防3お5

I 
(貝庖丁) I '¥J'J:)̂ ¥.J.)Î "i: 

1 引 9イ 宇日J刊E 「引Tj?号 lト(価5臼……5配昨引川山)μ川州川メ刈巾州(ωゆ3沿9)μx5 トE 区
I 1同41川1 9引I 6引| 号叩J 芝q 手 | 附(ほ団閣2お羽5町)μ× 4 | E 区
ト十一

142! 9 I 6 I 庖丁形 I1221f91)X44× 3 |百
91 6 1 ''(貝庖丁r : (91)X 44X 3 且

143 110 丞器 ~Ir:. 只器 I (87)x 68 x 22 百
IWj !f貝刃) I 

\， Ol}/'-\..)(")-""':'':'' μ 

卜01 日刊誌 i-X191wll 〈貝刃) IV'''vl/'- .1.;:1 且

い 1 元石可X1:i4x 21 |l 
| 川 J必蚤日恐刊形 貝 器 i ηm川)同川川×刈巾(ゆ閣制ル6伺倒6剖)(貝刃) I 

" 
I }/'¥VUI/'..LO 

147110 I 掻詩形貝探 I 70x56x 18 
1I  (貝刃)I IU^JU^l.O 

148 i 10 I 71 開径器形貝器 I 68x52x 18π i I 71 崎製貝刃) I o ̂  �iCJ /~ 1.0 且

1刊 i 川(マ刃 [山山) 1 1I区

10用下河

11屑

10用下郊

6 守墳墓覆土

11M' 

10層上市

11 月号

10菅下部

10用上靖

10層下部

4 号墳墓下撹乱部

101雪上部

10)官

10膚下部

10厄下百五

10層下部

21 

[山考
l 破片。

i ナガザル製。
i シオフキ比殻の背面中火 iこ穿子L。
1 径13>< 15仰
lZ 三 E製o 叩占
iとど正弘) ...どJ. ',L)>J 1(( 

i寸カロ。
;アワビ製。
i 片刃。研磨;こより
1 刃号付加10

円u径 7 x 6, 5脚
径 9 x 8 m万t

l 穿子L20iミマ 9 x 9 調担
I 1歪 9 x 9 mm 
l 破片。
|穿干し 20
;径 9 X 9 mm 

f至 9 X 8 措置

|内将部のゆI片を使
!用。穿孔 20

imx7m 係 8 x7.5柳
川皮片。
じ刃部右端に紐Hト状

|凹所がある穿孔〔現存)10
f平7.5X7.5加謂

|破片再度主主孔されてい
る。
亨子L(現存)4 。

l 破片ウ
|穿子L (現存) 10 
1 径8.5x8.5仰

μ 号iti白土研磨により
整形。再度'釘しさ
れているの
EF子L(現イ心 50

i 日リ製 l 
1 ハマグリ裂。

l マグリ「
ト川製
|二 oι
!片刃 研鴨恥庭刃を付力加口。後7ifi ま
殻T頁側に五11穴 l 。

f呈 4 x 8 加担

i 破片片面は自然1m。
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番号 l挿判 種 要買 寸 法 出 士 屑 位 備 考

150 10 器 57x66x 19 
器〉

151 10 器器rl 吐40 八v 白20xハ 7 1 n区町部

152 卜o 1 器器〉 i | 86巾× ]n区阿部 l 片面は自然面。

1判川 J H1ﾗ49ﾗ22 

i骨石製。切削によ

154 10 勾 玉 44x26x 13 E 区 6 号墳墓覆土
る整形痕をとどめ
る。
6 号墳墓副葬品。
破片。

155 10 控甲小札 (87)x22x2.5 E 区右壁側撹乱部
3 号墳墓敷出石末端iに接して 土した
が同墳墓の副葬品
ではない。

156110 i l 詮甲小札 1 (40)x20x2.5 I 
n 区右壁側捜乱部 一部に布片が付着。

157 卜1l [ 土〔原師形式土土器〉器 同一
|守期間土器 1I I 12 8 用その他

169 変形土器〕 E 区

1引 l I 

後〔期弥生式土器
1 

|破片。
7 |12 8}言その他
179 鉢形土器〕 E 区

1引| ! ?弥生式土器 l 
i 0 区I I 12 10層

1115 鉢形土器〉 E 区
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右壁

' . 
. 
. 

7号墳墓

/ 

百
血

E 

1-0 区断面
v 

0 区縦断面

(洞口部)

3M o 
~ 

0区東断面

発掘区平国図

(1)等高線は測量原点(標高9.3川からの高度去を示ず。
(2) O-IIIの数字は発掘区の名称。太線で叫しだ徒同は第3次調査、第4次調査の発掘区域を示ずの
(3) 図の範聞は第 4 図-6 図に示した会墳主の位百とユド而宍ìMほ!の作図範l況を示すの

第 1 図
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第 2 図 1-0区断面実測図

第 3 図 O 区縦断面実測図
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左壁 右壁
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第4 図 II-III区断面実測図

1 ・H ・ H ・ ..1 層(表土)

2.. ・ H ・ ...2 層(ì昆貝砂層)

3 ・ 4.. ・ H ・ 3 層・ 4 層(破砕岩塊層・灰褐色粘土質土層)
5 ・H ・ H ・ ..5 層(第 1 灰層)
8 ・ H ・ H ・ ..8 層(第 u見貝灰層)
9 ・ H ・ H ・ ..9 層(灰緑色砂層)

a=9 層中落磐岩塊の多い部分
b=8 層の貝殻が転落堆積した部分

10 ・ H ・ H ・ ..10層(第 21.昆貝灰層)
11 ・ H ・ H ・ ..n層(黄褐色粘土質土層)
13・・ H ・ H ・ .13層(黄褐色ローム質土層)
c ・ H ・ H・..撹乱部

7 ?…… 7 層? 上部は 7 層に相当すると思われるが、
下部は 8 層が撹乱されたような状態を示す
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第 6 図 6 号墳墓実測図
9 Jìi'i a=灰緑色砂N1 J:ì~r， (落磐岩塊層)

管形骨
124 

q一一一一一一一 -LM 
-一一一ι一一一~・・・・・・E一一一一-ーー・圃

第 7 図 7
9層=灰緑色砂雇 9層a=灰リル色砂目上司;L 込出店:!lIf国)
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問。

骨角器・灼甲・刀子
銘形骨器=111 ・ 113 銘形角器=114 ・ 115 離頭銘形角器= 116 鍛形角器=117 ・ 118
鱗形角器未製品=119 ~.族形牙器=120 尖頭形骨器=112 ・ 121 釣針形角器=122 ・ 123
管形骨器=124 異形角器=125 灼甲 =126 万子=127

。
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第 8 図
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第 9図貝器
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。 10 CM 

鉱形貝器=128 腕輪形貝器=129 ・ 130 ・ 131 有孔形貝器=132 掻器形貝器=133

ナイフ形只器=134 r包丁形貝器=135 ・ 136 ・ 137 ・ 138 ・ 139 ・ 140 ・ 141 ・ 142
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貝器・石器・娃甲小札

掻器形貝器=143 ・ 144 ・ 145 ・ 146 ・ 147
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磯器=149 ・ 150 ・ 151 ・ 152磨製掻器形貝器=148

第10図





綴志子戸簿記を/司
菩~'t'ìtコー戸;........ ;'.:. 令円崎

市~ 161 164 

168 

ま午、形土器実測図 (6号墳墓) コ/"織、，010CM  

(3) 10層 =181-186
第 12図弥生式土器拓本

竺議j

169 

39 

齢、，

(1)=久ケ原式土器・弥生町式土器(蚕形土器158-168 広口査形土器=169)
縮尺=1:3

(2)= 久ケ原式土器・弥生町式土器(台付鉢形=170-180) 
(3)=宮ノ台式土器(鉢形土器 =181-186)



図版 1

(1) ll - J[区発銅区断而

(2) 0 区発掘区域全景



図版 2

(1) 3 号墳墓敷石末端< Ir 区 7~8屑>

(2) 3 号墳墓土嬢末端< Ir 区 7~8層>



図版 3

(1) 6 号墳墓全長 < 1I 区 7 ~10同>

(2) 7 号墳墓人骨埋葬状態 < 1I 区 9 尼i a >



図版 4

( 1) 鍬形牙器 120 出土状態 < ll 区 8 用>

(2) 腕輪形貝器 129 出土状態 < 0 区11尼・>



図版 5

124 管形 骨 器 127 万 子



図版 6

134 ナイフ形貝器 133 強探形貝椴

135 庖丁形貝撚

138 庖丁形貝器

141 庖丁形貝器 142 庖丁形貝器



図版 7

148 磨製掻器形貝器 128 鎌形貝器

131 腕輪形貝器

130 腕輪形貝器 132 有孔形貝器
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161 可 164γ
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181 
歪形土器= 158 - 167 広口壷形土諜= 169

8 層… 158 - 163 ・ 165 ・ 171 ・ 172 ・ 174- 177 10層・ぃ 181 - 184

6 号墳墓覆土… 164 ・ 169 0 区 8 層末端… 173

弥 生 式土器

図版 8

169 

175 

鉢形土*ì:=181-184 
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